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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成31年1月17日(2019.1.17)

【公開番号】特開2017-156559(P2017-156559A)
【公開日】平成29年9月7日(2017.9.7)
【年通号数】公開・登録公報2017-034
【出願番号】特願2016-39862(P2016-39862)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/025    (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   5/026    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/12     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/125    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ    1/025    　　　　
   Ｈ０１Ｓ    5/026    ６１６　
   Ｈ０１Ｓ    5/026    ６１８　
   Ｇ０２Ｂ    6/12     ３０１　
   Ｇ０２Ｂ    6/12     ３６１　
   Ｇ０２Ｂ    6/125    ３０１　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月26日(2018.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　図３は、入力信号、光変調器への制御信号及び光導波路の位相関係を示す表である。入
力信号Ａが０、入力信号Ｂが０の場合、第１変調器３、第２変調器４及び第３変調器５に
入力される制御信号は、全て０（ＯＦＦレベル）となる。このとき、第１導波路８の入力
端から出力端で生じる位相差と、第２導波路９の入力端から出力端で生じる位相差との差
は、７２°となる。また、第２導波路９の入力端から出力端で生じる位相差と、第３導波
路１０の入力端から出力端で生じる位相差との差は、９２°となる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　図３に戻り、入力信号Ａが０、入力信号Ｂが１の場合、第１変調器３に入力される制御
信号は０（ＯＦＦレベル）、第２変調器４に入力される制御信号は１（ＯＮレベル）、第
３変調器５に入力される制御信号は０（ＯＦＦレベル）となる。このとき、第１導波路８
の入力端から出力端で生じる位相差と、第２導波路９の入力端から出力端で生じる位相差
との差は、２５°となる。また、第２導波路９の入力端から出力端で生じる位相差と、第
３導波路１０の入力端から出力端で生じる位相差との差は、４４°となる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　図３に戻り、入力信号Ａが１、入力信号Ｂが０の場合、第１変調器３に入力される制御
信号は１（ＯＮレベル）、第２変調器４に入力される制御信号は１（ＯＮレベル）、第３
変調器５に入力される制御信号は０（ＯＦＦレベル）となる。このとき、第１導波路８の
入力端から出力端で生じる位相差と、第２導波路９の入力端から出力端で生じる位相差と
の差は、７１°となる。また、第２導波路９の入力端から出力端で生じる位相差と、第３
導波路１０の入力端から出力端で生じる位相差との差は、４４°となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　図３に戻り、入力信号Ａが１、入力信号Ｂが１の場合、第１変調器３、第２変調器４及
び第３変調器５に入力される制御信号は、全て１（ＯＮレベル）となる。このとき、第１
導波路８の入力端から出力端で生じる位相差と、第２導波路９の入力端から出力端で生じ
る位相差との差は、７１°となる。また、第２導波路９の入力端から出力端で生じる位相
差と、第３導波路１０の入力端から出力端で生じる位相差との差は、９１°となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　光送信モジュール３００は、第１変調器４３と１０：１合波器４２を接続する第１導波
路５０と、第２変調器４４ａ、第３変調器４４ｂ、第４変調器４５ａ、第５変調器４５ｂ
、第６変調器４５ｃ、第７変調器４６、第８変調器４７及び第９変調器４８と１０：１合
波器４２を接続する８本の第２導波路５１と、第１０変調器４９を接続する第３導波路５
２と、を有する。ここで、第１導波路５０、第２導波路５１及び第３導波路５２は、入力
端から出力端で第１の位相差を生じる第１光導波路と、入力端から出力端で、第１の位相
差と異なる第２の位相差を生じる第２光導波路と、を含む。具体的には、第１導波路５０
及び第３導波路５２は、長さが第２導波路５１よりも長いことで、第２導波路５１とは異
なる位相差を生む。
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